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確 率 分 布 関数 の漸 近 評 価
九大理 古 川 浩
熱平衡状態で巨視変数 aの確率分布関数 P｡(a)は P｡(a)-exp†vC.(a)1と
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とお く, 上1は外場 ∑ の大きさ,又かならずLも制限は必要ないがA ≡ α一と考えてお
く｡
a
f((),育 ,t)-- f(L<l;()･t)等 ()
とする｡ 次が常に成立する｡
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で結びついている占すなわち Qo(," 1夕｡)をきめれば少O(orQo)かきまるo







熱平衡系では f(F,言)叫 .∇ であるが,非平衡状態ではこのような簡単な形嘩
ならない｡ しかし(す くなくとも)一定常状態に於いて f(x',y)- xyとなるような適当
な変数が存在すれば･,変分関数 ¢O,鶴 を測定量 a*の関数 として求めることが出 来
- る.
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